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プラナリアとは

・日本全域に生息

・水質の良い環境下に生息

・再生能力が高い(個体差あり)

→分裂後、自己再生可能

三高の近くにある七北田川水系
二級河川の高野川に生息する
プラナリア(ナミウズムシ)を飼育



カズメウズムシ白神山地

再生しない 死？

採集
持ち帰る
途中・・・

生存

ペットボトル

保冷水筒

先行研究：カズメウズムシ(プラナリア)
は高温ストレスの影響をうける

背景 再生しないプラナリア



背景

先行研究¹⁾から
熱orワサビ刺激などのストレスで個体崩壊する

[個体崩壊の定義]
プラナリアが再生不可能な個体の崩壊をすること

1mm

輪郭が不明瞭な状態になる



目的

❓

個体崩壊すること 分かっている
個体崩壊の過程について 分かっていない

個体崩壊の過程を明らかにする



仮定
個体崩壊の原因はカドヘリン(細胞接着分子)

が離れることではないか

カドヘリンを観察したい→手頃な染色液がない

カドヘリンは細胞骨格のアクチンフィラメント
と接着結合→アクチンは染色可能



染色結合モデル

アクチンフィラメント

Ca2+
カドヘリン

βカテニン
αカテニン

アクチニン

細胞膜



材料
プラナリア
人工淡水
４０度の温水
ホルマリン（プラナリアを固定する）
蛍光ファロイジン
（アクチンフィラメントを緑色に染色）
グリセリン（脱色する）
蛍光顕微鏡



1. プラナリアを４０度の温水に入れる
（先行研究より４０℃が適した温度）

2. １分間と１０分間入れたプラナリアを
取り出す

４０度の温水→

方法①



3. プラナリアをホルマリン漬けにし、固定する

4. 人工淡水で洗いホルマリンを流す

5. ファロイジンでアクチンを染める

6. 人工淡水で洗う

7. グリセリンをかけ、プラナリア蛍光顕微鏡で
観察する



１分加熱と１０分加熱を比べると、
網目状のアクチンフィラメントが崩れている

１分加熱

結果①

１０分加熱



考察①

アクチンフィラメントの形状変化と

個体崩壊の過程は何らかの関係がある



方法②

加熱１分毎にそれぞれ取り出し、
アクチンを観察した（１０分まで１０匹）

1分 2分 3分 4分 5分 6分 7分 8分 9分

？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？

10分



結果②
顕微鏡で観察した表皮細胞を撮影し、以下のようにまとめた

崩壊



結果②

①1～10分にかけてアクチンフィラメントの形状が

崩れていった

②一部変化が分かりづらいところがあるが、

後半になるほど1分ごとの崩壊が著しく進んでいた

３分 7分



1分(n=7)

生存

89%

3分(n=7)

生存

71%

5分(n=7)
個体崩壊
29% 生存

29%

7分(n=7)

生存100%

個体崩壊
11%

個体崩壊
71%

9分(n=7)
個体崩壊
100%

9分の加温で
100%個体崩壊
が誘導された

ｎ＝プラナリアの個体数



考察②

先行研究結果より、５分以降加熱で大部分の

プラナリアが個体崩壊した

アクチンの形状変化と個体崩壊は

ほぼ同時に起こっている可能性が高い



展望

①アリルイソチオシアネートによる実験

②カドヘリンを染色

③二重染色
（核とアクチン、カドヘリン）
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ご清聴ありがとうございました


